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なった。
第2例 55才の男子，精神分裂病にて，他院に入
院中Iζ，汎発性腹膜炎を発して来院。右下腹部に小
児頭大の腫腐あり ，36年 12月5日開腹， 上行結腸
中央部に生じた癌による狭窄陀て盲腸が巨大に膨満
し，その壁の一部が穿孔し腹膜炎を来したもので，
結腸右半側切除術を施行， 2期的に回腸， s宇状結
腸吻合術を行なった。なお，精神病院に入院中なる
も痛の再発も認められず作業療法を行なっている。
第 3例 24才女子， 最近数年間にしばしば下腹
痛あり，腎石等といわれていた。 36年 12月 29日よ
り加痛あり， 30日開腹により，甚Tごしい遊走牌の軸
捻転であったので乙れを摘出した。 
68. 熱海胃腸病院の現況
熱海胃腸病院吉田 充他 
69. 術前照射を受けた胃癌の組織所見と免疫反応
について
広島市棋殿放射線科損殿 	 順
竹内外科病院竹内辰五郎
私は竹内君の御紹介で今回中山外科教室例会に出
席出来ることとなり大ハリキリでおりましたところ
年末のこと社会人としての私Kはぬけられない任務
が御座いまして今回は残念至極乍ら欠席させて頂き
ます。
私はただ今放射線照射の生物学的作用機構の問題
と取組んでおりますが，その一環として癌の放射線 
療法の問題を取上げ，行きづまった癌の治療打解に
術前照射に発展したわけで御座います。御承知の如
く放射線照射の生物学的作用は物理学的に捉える事
の出来る原子レベルの変化と，未だ不明な生物学的
な変化より成立っております。乙の生物学的作用は
生物学的増幅の存在を解決せねばなりません。これ
は Biological amplificationという言葉で細胞に
おける酵素系の変化を大体中心に多くの仮説が立て
られております。 
私はこの Biological amplificationを抗原抗体
反応即わち免疫反応による ζとを感作血球凝集反応
によって確めたので御座います。すなわち術前照射
を行なって 10日以上を経過すればその個体の血中
に抗癌抗体が生成されることを確かめましたので術
前照射は個体を抗癌態勢に持ち来すという事が明ら
かになりました。
きて私の術前照射術式によりますと組織像は滝沢 
教授の X1-X2程度で御座いましていまだ多数癌細
胞を認め十分可移植性で御座います。勿論 X3の所
見を得るには足らぬ量であることははじめより明ら
かで御座いますが，乙れで臨床上免疫上十分な効果
を果しております。放射線生物学的には特に術前照
射は手術を前提とします以上小量で有効に照射せね
ばなりません。かつ癌の部位により， 大きさによ
り，広がりにより Case by Caseで考案されねば
なりません。従って術前照射の効果判定は先づ臨床
症状の改善を第一目標とし，次いで諸検査成績の改
善，組織学的所見を勘考すべきであって，組織学的
所見による判定のみでは「適正」を欠く倶れが御座
います。
就中中山教室の如く Radiomimetic reactionを
認めないと申されたら Radiobiology の内で一番
大切な役割を演じている Biologicalamplification 
を認めないという事となりまして， 乙れでは御研究
の過程に欠陥のある乙とを指摘せざるを得ません。
組織学的変化の生ずる前に細胞は代謝形式に於て，
生化学的変化において，著変を呈しております。
〆私は食道癌とか，乳癌とか，子宮癌とかの如く解
剖学的民放射線照射に対して反応の砂ない部分はそ
の case，caseで定められて出来るだけ大量も結構
と存じますが， これを一般のjレールに発展させられ
る乙とは危険で御座いまして癌細胞の破壊とその崩
壊産物の二次的生物学的作用 (Biologicalamplifi-
cation)を勘考して Optimaldose time. relation-
shipの定めるべきであると考えます。
70. 当院に於ける臨床検査の実際特に検査技術
者の教育について
竹内病院竹内辰五郎
竹内 創，坂下英明 
71. 妊娠時虫垂炎の 32手術例
柏市深町医院深町信一
昭和27年より本年9月末日まで女子虫垂炎手術
例 970例中妊娠時虫垂炎手術例 32例を経験した。
従って女子虫垂炎中に妊娠合併の頻度は 3.3%であ
った。一般に妊娠時虫垂炎は再発例が多いといわれ
ているが，既往lζ虫垂炎と診断された事のあるもの
は10例 (31.2%)， また手術に際し癒着高度で逆行
性に虫垂切除術を施行したものは 8例 (25%)であ
った。次に妊娠回数と発生頻度を調べてみると，
1回23例 (71.8%)，2回5例 (15.6%)，3回2例
